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単元計画 

１ 単元名 資料の特徴を調べよう ～資料の調べ方～  東京書籍６年

２ 学習状況調査結果から見える課題との関連 

  ※この調査問題は今年度４月、中学２年生に出題された内容です。 

この調査問題に関わる学習は、次年度から小学６年生で新たに指導内容に加わるため、参考資料として紹介します。 

課題が見られた調査問題 正答率 課題解決に向けて 

平成 31年度佐賀県小・中学校学習状況調査[４月調査]中学２年 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

82.1 

 

（２） 

20.1 

【課題】 

・代表値を基に資料の傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説

明することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題解決に向けた授業改善のポイント】 

・資料の分布の様子を捉える場面を設定し、資料の傾向を的確に捉え

て判断の理由を記述したり説明したりするような活動を授業に取り

入れましょう。 

・柱状グラフ（ヒストグラム）から平均値、中央値、最頻値などの値

を求めたり、柱状グラフ（ヒストグラム）の形状から分布の特徴を

視覚的に捉えたりする活動を通して、判断した理由を数学的な表現

を用いて説明する活動を取り入れましょう。 

・ドットプロット、平均値、中央値、最頻値、階級、柱状グラフ（ヒ

ストグラム）といった用語の意味について、図、表、グラフと関連

付けて理解を図るようにしましょう。 
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３ 課題改善や授業改善の視点を取り入れた単元計画 

時間 学習のねらい 
問題文・問題場面 

（教科書のページ） 
児童の「できた！」「分かった！」の質を高める学習過程の一場面 

１ 

数値情報として得られる量的デ

ータ（資料）に関心をもち、いろ

いろな観点で調べることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６年 Ｐ166～167） 

つかむ段階 

【本時の学習のポイント】 

・資料について、いろいろな観点で読み取り、整理すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

①53 ②48 ③58 ④63 ➄65 ⑥58 ⑦53 ⑧56

⑨58 ⑩57 ⑪60 ⑫55 ⑬67 ⑭50 ⑮62 ⑯57

①50 ②63 ③54 ④74 ➄63 ⑥45 ⑦54 ⑧67

⑨60 ⑩47 ⑪68 ⑫52 ⑬57

12月10日に東小屋のにわとりが産んだ卵の重さ(g)

12月10日に西小屋のにわとりが産んだ卵の重さ(g)

12 月 10 日に、重い卵がよ
く産まれたといえるのは、
東小屋と西小屋のどちら
の小屋ですか。 

①53 ②48 ③58 ④63 ➄65 ⑥58 ⑦53 ⑧56

⑨58 ⑩57 ⑪60 ⑫55 ⑬67 ⑭50 ⑮62 ⑯57

①50 ②63 ③54 ④74 ➄63 ⑥45 ⑦54 ⑧67

⑨60 ⑩47 ⑪68 ⑫52 ⑬57

12月10日に東小屋のにわとりが産んだ卵の重さ(g)

12月10日に西小屋のにわとりが産んだ卵の重さ(g)

・「いちばん重い卵の重さ」「いちばん軽い卵の重さ」「全部の重さ
の合計」など、表から分かることについて、いろいろな観点を
出し、資料を読み取る観点を広げることが大切です。 

・東小屋の表から分かることを整理した後に、西小屋の表につい
ても調べるようにします。その際に、「東小屋では、重い卵はよ
く産まれているといえますか？」といった発問をすることで、
１つの資料だけでは考えを進めることができないことや、他の
資料の必要性にも気付かせることができます。 

この表から「いちばん重い卵の重さ」「いちばん軽い卵の重さ」
「同じ重さの卵の数」「卵の重さの合計」「卵の重さの平均」
などいろいろなことが分かりますね。では、東小屋では、重
い卵はよく産まれているといえますか？ 

そうですね。では、西小屋のにわとりが産んだ卵の重さを調べ
て、東小屋のように調べてみましょう。 

東小屋のことはよく分かっ
たけど、東小屋だけでは…。 

重い卵がよく産まれた基
準がよく分からないです。 

西小屋の資料もありますか？西小屋と比べて
みないと分からないと思います。 
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２ 

同種の２つの資料をいろいろな

観点で比較する過程を通して、

資料の特徴を１つの数値で表す

平均値について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６年 Ｐ167～168） 

 

 

 

学び合う段階 

【本時の学習のポイント】 

・同種の２つの資料を、目的に応じていろいろな観点で比較すること 

・平均で比較するよさに気付くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 10 日に、重い卵がよ
く産まれたといえるのは、
東小屋と西小屋のどちら
の小屋ですか。 

では、重い卵がよく産まれたといえるのはどちらの小屋なの
か、今までの学習を使って比べることはできませんか？ 

平均を使うと、産まれた卵の数に関係なく、卵１個当たり
の重さの平均で比べることができます。東小屋は 57.5ｇ、
西小屋は 58ｇでした。重さの平均で比べると、西小屋の
方が重い卵がよく産まれたといえると思います。 

なるほど。いい考えですね。今の考えを説明できますか？隣
の友達に話してみましょう。 

・いろいろな観点で調べた結果を検討する際は、結果を検討して
いく順序を意図的に仕組むことで、平均を用いて結果を示すこ
とのよさを実感させることにつながります。 

・一部の児童の考えで進めるのではなく、学級全体に問い返すこ
とを心掛けるようにします。そして、学習のねらいに迫る言葉
や考えが発表された際には、隣の友達やグループで伝え合わせ
ることで、考えを広げることや理解を促していくことにつなが
ります。 

①53 ②48 ③58 ④63 ➄65 ⑥58 ⑦53 ⑧56

⑨58 ⑩57 ⑪60 ⑫55 ⑬67 ⑭50 ⑮62 ⑯57

①50 ②63 ③54 ④74 ➄63 ⑥45 ⑦54 ⑧67

⑨60 ⑩47 ⑪68 ⑫52 ⑬57

12月10日に東小屋のにわとりが産んだ卵の重さ(g)

12月10日に西小屋のにわとりが産んだ卵の重さ(g)

産まれた卵の数が違うので、卵の重さの合計で比べることは
できませんね。また、いちばん重い卵やいちばん軽い卵だけ
で比べることもできませんね。 
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70 75(g)

東

西

65 70 75(g)

6545 50 55 60

45 50 55 60

① ②③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨⑩ ⑪⑫ ⑬

⑭ ⑮ ⑯

①② ③ ④ ⑤

⑥⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑮

⑯

平均

平均

３ 

資料の特徴を捉えるために、平

均だけでなく資料の散らばりの

様子を考察することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本時は、下の教科書の問題文を

提示して進めていくと、教師の

指示によって数直線上に資料

を並べていく作業のみの時間

になることも予想されます。 

そこで、場面設定や教科書の問

題文の提示を工夫することで、

目的をもって資料の散らばり

の様子を調べることができる

のではないかと考えました。 

つかむ段階では右のような場

面設定をし、あえて教科書とは

違った展開にしています。この

ような場面設定をし、児童とや

り取りをしながら、教科書の問

題文につなげていくことも方

法の１つと考えています。 

 

 

 

 

（６年 Ｐ167～168） 

 

 

 

 

つかむ段階 

【本時の学習のポイント】 

・平均値がほぼ同じ２つの資料から、散らばりの様子に着目する必然性

に気付かせること 

・数直線上に資料を並べ、平均と個々の位置に着目して考察すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

東小屋と西小屋では卵の重さの平均が少し違うけれど、１個
の重さを約 58ｇとして計算すると、58×２＝116、116ｇにな
ります。 

では、試しに、それぞれの小屋で適当に卵を２つ選んでパッ
クにして重さを確かめてみましょう。みなさんは、どちらの
小屋のパックを作りたいですか？ 

東小屋と西小屋の卵の重
さは、それぞれどんなはん
いに、どのようにちらばっ
ているのか調べましょう。 

・パック作りという場面設定をし、２つの卵をどのように組み合
わせるのかについて児童とやり取りをすることで、児童自身が
重さの散らばりに気付き、必然性をもってドットプロットに表
す活動を行うことができると考えます。このような導入をする
ことで、目的をもって問題の解決に向かう姿勢を育てることに
つながり、学習内容の理解度が違ってくると考えます。 

そうですね。東小屋は 57.5ｇ、西小屋は 58ｇ、東小屋も約 58
ｇといえるから、２個では 116ｇになりますね。 

では、卵を２個取って 116ｇに近付くのはどちらの小屋だと
思いますか？ 

重さの平均がほとんど変わらないから、どちらも同じだと思
います。 

重さの平均を２倍すると、ちょうど 116ｇになるのは西小屋
だから、西小屋の方だと思います。 

今日は、「それぞれの小屋で産まれた卵を２個パックにして
売る」という設定で学習を進めたいと思います。卵を２個パ
ックにして売ろうと思うので、どのパックも同じ重さがいい
ですね。すると大体何ｇのパックができそうですか？ 
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４ 

散らばりの様子を表す度数分布

表について、その特徴やかき方

を理解し、資料の個数を度数分

布表に表すことができる。 

 

 

 

 

（６年 Ｐ169） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つかむ段階 

【本時の学習のポイント】 

・既習の表と度数分布表を比較し、度数分布表の特徴やかき方を理解す

ること 

・以上や未満の意味を確認し、資料の個数を度数分布表に整理すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東小屋と西小屋の卵の重さ
について、全体のちらばり
の様子が数で見やすいよう
に、表に整理しましょう。 

「重さ」と「個数」を調べる表を作るといいと思
います。 

45 50 55 60

東

65 70 75(g)

①② ③ ④ ⑤

⑥⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑮

⑯

平均

１ｇずつ表すと、表が長くなり過ぎて分かりにくいです。 

・数直線で表した散らばりの様子を度数分布表に表す際には、や
り取りをしながら一緒に進めていくことも方法の１つです。既
習の表を生かすと、１ｇずつの項目は繁雑な作業となり、また、
数で表すよさを感じにくくなります。しかし、このような過程
を踏まえることで、重さを階級ごとにまとめる考えを引き出す
ことにつながります。 

・階級の幅を５ｇ、10ｇにすることが予想されます。授業の中で
は階級の幅を５ｇとして進めますが、時間に余裕がある場合や
家庭学習では、階級の幅を 10ｇで作成し、見え方の違いを考え
させることもできます。 

・重さの一の位が「０」「５」「９」の場合は、どの階級に入るの
か「以上」「未満」の用語とその意味を確認しながら、表に表し
ていくようにします。 

数直線上で表した散らばりの様子を、見やすいように表
に表せませんか？ 

東小屋を例にすると、48ｇから 67ｇまでの範囲に卵があ
るので、１ｇずつ表そうとすると左の表のようになりま
す。 

重さ(ｇ) 個数(個)

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

まとめるといいと思います。 

今、「まとめるといい」という考えが出ましたが、何をまとめること
だと思いますか？表を使って、隣の友達と相談してみましょう。 

重さ(ｇ) 個数(個)

　45以上～50未満

　50　～55

　55　～60

　60　～65

　65　～70

　70　～75

合計

東小屋の卵の重さ

70 75(g)

東

西

65 70 75(g)

6545 50 55 60

45 50 55 60

① ②③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨⑩ ⑪⑫ ⑬

⑭ ⑮ ⑯

①② ③ ④ ⑤

⑥⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑮

⑯

平均

平均

重さ(ｇ) 個数(個)

　45以上～50未満

　50　～55

　55　～60

　60　～65

　65　～70

　70　～75

合計

西小屋の卵の重さ
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５ 

前時に整理した度数分布表の階

級と度数に着目して資料を読み

取り、特徴を調べることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６年 Ｐ170） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学び合う段階 

【本時の学習のポイント】 

・問われている内容と階級に着目し、資料を読み取ること 

・階級や数を使って資料の特徴を表すこと 

・個数の大小ではなく、割合も用いて特徴を捉えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

表を読み取り、資料の特徴
を調べましょう。 

・割合は、児童が苦手とする内容の１つです。割合を求める式を
全体で確認し板書することや、ヒントカードを配付するなどの
手立てを講じることで、問題の解決を円滑に進めることにつな
がります。 

・割合を求めた後は、個数が全体のどれくらいの割合になってい
るのかを確認することが大切です。個数の大小だけでは見えて
こない、全体と部分の関係を捉えさせることにつながります。 

東小屋と西小屋では、重さが 55ｇ以上 65ｇ未満の卵の割合

は、それぞれの小屋全体の個数のおよそ何％ですか？どのよ

うにして求めるとよいですか？ 

「割合」＝「比べられる量」÷「基にする量」で求めること
ができます。 

では、「比べられる量」や「基にする量」は何になりますか？ 

範囲の個数が、「比べられる量」になります。さっきの問題
と同じで、２つの範囲を合わせて考えることになるので、
「比べられる量」は東小屋が「10」、西小屋が「４」です。 

よく気付きましたね。では、「基にする量」は何になりますか？ 

「合計」の個数が「基にする量」になるので、東小屋が「16」、
西小屋が「13」です。 

重さ(ｇ) 個数(個)

　45以上～50未満 1

　50　～55 3

　55　～60 7

　60　～65 3

　65　～70 2

　70　～75 0

合計 16

重さ(ｇ) 個数(個)

　45以上～50未満 2

　50　～55 4

　55　～60 1

　60　～65 3

　65　～70 2

　70　～75 1

合計 13

東小屋の卵の重さ

西小屋の卵の重さ

では、重さが 55ｇ以上 65ｇ未満の卵の割合を計算してみまし

ょう。 
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６ 

柱状グラフの読み方、かき方に

ついて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６年 Ｐ171） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つかむ段階 

【本時の学習のポイント】 

・棒グラフと柱状グラフを比較し、柱状グラフの特徴を整理すること 

・柱状グラフの特徴、読み方、かき方を理解すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

東小屋の卵の重さの表を、
下のようなグラフに表しま
した。西小屋の卵の重さの
表から同じようなグラフを
完成させましょう。 

グラフにするとよいと思います。 

・柱状グラフと棒グラフと比較することで、その違いが明確とな
り、柱状グラフの特徴をつかみやすくなります。そのために、
東小屋の卵の重さを表す棒グラフを準備しておくようにしま
す。２つのグラフを並べることで、「形は似ているけど、何が
違うのだろう？」「柱状グラフの特徴って何だろう？」といっ
た児童の素朴な疑問を生むことになります。このことを生かし
て学習のめあてにつなげることが大切です。 

前の時間までは、散らばりの様子を見やすいように表に表し
ましたね。今日は、散らばりの様子が一目で分かるように表
せませんか？ 

そうですね。これは東小屋の記録の散らばりを表したグラフ
になります。このグラフ(左)を見たことがありますか？ 

棒グラフですか？ 

(個)

0 (g)

東小屋の卵の重さ

8

10

9

7545 50 55 60 65 70

7

4

3

2

1

6

5

棒グラフに似ているけ
れど、少し違います。 

(個)

0 70g
台

40g
台

50g
台

60g
台

2

1

4

3

6

5

8

7

東小屋の卵の重さ
10

9

この柱状グラフと棒グラフを比べて、柱状グラフの特徴やか
き方を調べていきましょう。 

棒グラフは、こちら（右）
になります。 

そうですね。いいことに気付いていますね。棒グラフに似て
いるけれど、少し違うこのグラフを柱状グラフといいます。 

(個)

0 (g)

東小屋の卵の重さ

8

10

9

7545 50 55 60 65 70

7

4

3

2

1

6

5

(個)

0 (g)70 7545 50 55 60 65

1

3

2

5

4

7

6

西小屋の卵の重さ
10

9

8
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７ 

前時に柱状グラフの階級と度数

に着目して資料を読み取り、特

徴を調べることができる。 

 

 

 

 

 

（６年 Ｐ171） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通す段階 

【本時の学習のポイント】 

・高さ、広がり、形といった観点から、散らばりの特徴を調べること 

・調べた特徴をグラフと関連付けたり、比較したりして説明すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

１つだけ飛び抜けて高い所があります。 

でも、高さや広がり方、全体の形など見

た感じで捉えた様子に何かを合わせて

示すと、散らばりの様子がより分かり

やすくなるけど、何か分かりますか？ 

(個)

0 (g)45 50 55 60 65 70 75

2

1

4

3

6

5

8

7

西小屋の卵の重さ
10

9

東小屋と西小屋の記録を表
した柱状グラフから、ちら
ばりの様子を調べましょ
う。 

(個)

0 (g)

東小屋の卵の重さ

8

10

9

7545 50 55 60 65 70

7

4

3

2

1

6

5
真ん中を中心に同じように広がっているように見えます。 

・「散らばりの様子を調べましょう」という発問では、何を調べ
るのか曖昧な印象を受けます。そこで、調べる観点を引き出し
たり、提示したりすることで、見通しをもって自力解決に進む
ことができると考えます。その観点として、「全体の形」「左右
の広がりの範囲」「山の頂上の位置」「対称性」などが考えられ
ます。１つの観点だけでなく、複数の観点で調べている児童を
見付け、その姿を価値付けることも大切です。 

・散らばりの特徴を説明する際は、どちらの小屋の説明なのか、
説明している内容や特徴はグラフのどの部分のことなのか、明
確に示させることが大切です。大切な説明は、問い返すなどし
て確認しながら進めるようにします。 

これは、東小屋の卵の重さの記録を表した柱状グラフです。こ

のグラフをぱっと見て、どんなことが分かりますか？ 

そうですね。高さに着目すると、どの範囲に多いのか少ないの

かが分かりますね。他に分かることはありませんか？ 

私は、山のような形に見えます。 

そうですね。広がり方や広がっている範囲に着目したり、全体

の形に着目したりしても、散らばりの様子が分かりますね。 

範囲や個数で

すか？ 
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８ 

統計的な観点で調べて整理した

表をつくり、考察の仕方につい

て理解を深める。 
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学び合う段階 

【本時の学習のポイント】 

・これまで調べてきた観点を整理すること 

・自分が調べた観点とは別の観点や複数の観点から調べること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

東小屋と西小屋の卵の重さ
について、いろいろな比べ
方とそれぞれの結果を、下
の表に整理しましょう。ま
た、比べ方や結果について
気づいたことを話し合いま
しょう。 

なるほど。確かに、重さの平均で比べると西小
屋の方が重く、いちばん重い卵も西小屋から
産まれていますね。では、西小屋の方が重い卵
がよく産まれたと結論付けてよいですか？ 

私は違うと思います。重さの平均で比べると、確
かに西小屋の方が重いけど、いちばん個数の多
い範囲で比べると、東小屋の方が重い卵が多い
ので、東小屋の方だと思います。 

付け加えます。そのことに加えて、55ｇ以上 65
ｇ未満の個数の割合でも東小屋の方が大きいの
で、東小屋の方が重い卵がよく産まれたといえ
ると思います。 

今の意見のように、１つの観点だけを見て判断
するのではなく、いくつかの観点を合わせて、
どちらかを判断していくと、より分かりやすい
ですね。 

東小屋 西小屋

いちばん重い重さ 67ｇ 74ｇ

いちばん軽い重さ 48ｇ 45ｇ

重さの平均 57.5ｇ 58ｇ

いちばん個数の多いはんい 55ｇ以上60ｇ未満 50ｇ以上55ｇ未満

55ｇ未満の個数の割合(％) 25% 約46%

55ｇ以上65ｇ未満の個数の
割合(％) 約63% 約31%

・多くの児童の気付きを拾うことが大切です。結論について異な
る観点や立場などから捉え直してみたり、誤りや矛盾はないか
どうかの妥当性について批判的に考察したりする機会となりま
す。また、複数の観点を関連付けて調べ、考察する取組を価値
付け、このように取り組む姿を学級全体に広げていくようにす
ることが大切です。 


